
「
重
要
文
化
財 

旧
美み

た

に歎
水
源
地
水
道
施
設
保
存
整
備
基
本
計
画
」
策
定

■特集

　

旧
美
歎
水
源
地
水
道
施
設
は
、
鳥
取
市

の
水
が
め
と
し
て
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
60
年
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
、
市
民

生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

住
民
が
施
設
の
維
持
管
理
に
従
事
す
る
な

ど
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
施
設
で

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
山
陰
地
方
で
最
初
に
建

設
さ
れ
た
近
代
水
道
施
設
で
あ
り
、
水
を

集
め
て
貯
め
、
き
れ
い
に
し
て
送
り
出
す

と
い
う
水
源
地
の
シ
ス
テ
ム
が
、
ほ
ぼ
開

設
当
時
の
形
で
残
さ
れ
て
い
る
、
全
国
で

も
貴
重
な
遺
産
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
の
歴
史
的
な
価
値
を
高

め
つ
つ
広
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
長
期

的
視
点
に
立
っ
た
保
存
整
備
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

保
存
・
整
備
に
つ
い
て

【
文
化
財
建
造
物
】

　

近
代
水
道
施
設
の
一
連
の
シ
ス
テ
ム
が

残
さ
れ
て
い
る
「
ろ
過
池
附
属
調ち
ょ
う
せ
い
せ
い

整
井

上う
わ
や家
」
や
「
人じ
ん
ど
う
き
ょ
う

道
橋
」
な
ど
の
建
造
物
に

つ
い
て
は
、
段
階
的
に
整
備
を
行
い
ま
す
。

修
復
に
至
る
ま
で
の
期
間
は
、
詳
細
な
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
倒
壊
や
風
化
を
防

止
す
る
な
ど
現
状
維
持
の
た
め
の
方
策
を

講
じ
ま
す
。
そ
の
際
の
公
開
の
方
法
に
つ

い
て
も
検
討
し
ま
す
。

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
文
化
財
に
つ

“
近
代
水
道
の
仕
組
み
を
学
び
、四
季
折
々
に
市
民
が
憩
う
場
”
へ
！

　
本
市
が
誇
る
近
代
化
遺
産
「
旧
美
歎
水
源
地
水
道
施
設
」（
国
府
町
美
歎
）
は
、
昨
年
６
月

に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
財
産
を
将
来
に
わ
た
っ
て
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
た
び
保
存
整
備
基
本
計
画
を
市

民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
策
定
し
ま
し
た
。
本
計
画
に
基
づ
い
て
、
今
年
度
か
ら
10
年
間
に
わ

た
っ
て
保
存
整
備
を
行
い
、
平
成
30
年
度
に
は
整
備
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
今
回
は
、
基
本
計
画
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

整備完了後のイメージ

基
本
理
念

整
備
方
針

人道橋 調
ちょうせいせい

整井上
う わ や

家
ろ過池

貯水池堰堤

量水器室 接
せつごうせい

合井上
う わ や

家
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問い合わせ先  市役所本庁舎文化財課  （0857）20-3359

「重要文化財 旧美歎水源地水道施設」保存整備基本計画を策定しました

い
て
は
、
可
能
な
限
り
健
全
な
状
態
で
現

状
維
持
を
図
る
た
め
、
倒
壊
の
危
険
度
が

高
い
も
の
か
ら
順
に
、
効
果
的
な
方
法
で

保
存
修
復
を
行
い
ま
す
。

【
土
木
構
造
物
・
地
下
設
備
・
周
辺
環
境
】

　

５
基
あ
る
ろ
過
池
に
つ
い
て
は
、
適
切

な
整
備
・
管
理
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
う

え
で
保
存
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

送
水
管
な
ど
の
地
下
設
備
や
周
辺
環
境

に
つ
い
て
は
、
建
造
物
の
保
存
修
復
と
並

行
し
て
学
術
的
な
調
査
を
実
施
し
、
現
状

保
存
を
前
提
と
し
た
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
景
観
】

　

稼
働
時
の
水
源
地
の
景
観
を
復
元
す
る

た
め
、
可
能
な
範
囲
で
復
元
的
整
備
や
修

景
を
行
い
ま
す
。

　

整
備
後
は
、
地
下
設
備
、
堰え
ん
て
い堤
、
石
垣
、

植
栽
な
ど
を
健
全
な
状
態
に
保
つ
た
め
、

日
常
的
に
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

【
既
存
施
設
】

　

水
源
地
周
辺
の
景
観
や
文
化
財
的
価
値

を
考
慮
し
て
、
後
世
に
設
置
さ
れ
た
設
備

や
文
化
財
的
な
価
値
に
関
わ
ら
な
い
不
要

な
施
設
は
、
順
次
撤
去
し
ま
す
。

管
理
・
活
用
に
つ
い
て

【
調
査
研
究
】

　

既
存
資
料
を
適
切
に
保
存
し
、
継
続
的

に
収
集
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
詳
細

に
調
査
研
究
し
、
水
道
施
設
の
成
立
に
寄

与
し
た
水
道
技
術
の
発
展
や
、
水
源
地
の

設
置
の
歴
史
的
・
思
想
的
背
景
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
ま
す
。

【
管
理
】

　

市
民
・
専
門
家
・
関
係
機
関
な
ど
の
協

働
に
よ
っ
て
維
持
管
理
体
制
を
構
築
し
、

水
源
地
の
適
切
な
環
境
維
持
や
利
活
用
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
管
理
へ
の
市
民
参
画

を
促
進
す
る
方
策
を
実
施
し
ま
す
。

【
活
用
】

　

来
訪
者
が
水
道
施
設
の
一
連
の
シ
ス
テ

ム
を
理
解
し
、
楽
し
く
歴
史
が
学
習
で
き

る
場
と
し
て
、
ま
た
、
自
然
環
境
を
活
か

し
て
、
四
季
折
々
に
市
民
が
憩
う
場
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
来
訪
者
の
安
全
や
利
便
を
確
保

す
る
た
め
、
当
時
の
管
理
道
を
復
元
的
に

整
備
し
、
回
遊
ル
ー
ト
を
設
定
す
る
と
と

も
に
、
解
説
板
や
休
憩
施
設
な
ど
を
整
備

し
ま
す
。

推
進
体
制

【
経
費
】

　

保
存
整
備
事
業
に
必
要
な
経
費
は
、
平

成
20
〜
29
年
度
の
期
間
で
約
３
億
１
３
０

０
万
円
を
見
積
も
っ
て
い
ま
す
。

【
検
討
委
員
会
な
ど
の
設
置
】

　

基
本
計
画
の
進
捗
状
況
の
確
認
や
方
針

の
再
検
討
な
ど
を
定
期
的
に
行
う
た
め
、

専
門
家
と
市
民
の
代
表
か
ら
な
る
「
保
存

整
備
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
建
造
物
の
修
復
に
つ
い
て
、
方

針
決
定
・
指
導
体
制
を
確
立
す
る
た
め
の

「
専
門
部
会
」
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

昭和 4 年、5 号ろ過池完成後の美歎水源地
整備目標年代は、この昭和初期の時代に設定します。

重要文化財指定時のろ過池
現在は、保護のために上家
を屋根で覆っています。

至鳥取市街地

至雨滝

至高岡

至正蓮寺

袋川

美歎川

因
幡
万
葉
歴
史
館
●

●宇倍神社

●国府町
総合支所

旧
美
歎
水
源
地

※この「基本計画」の詳細は、本市公式ホームページの文化財
課のコーナーで見ることができます。

※安全の確保と文化財の保全のため、年に 1 回程度行う「特別
公開」の時以外は、整備完了後まで施設内の見学はできません。
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